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(57)【要約】
【課題】領域走査駆動方式とリセット駆動方式とを一体
とした駆動方式を実現する。
【解決手段】液晶装置１は、複数の走査線２１と、複数
のデータ線２２と、前記複数のデータ線２２と交差する
複数の容量線２４と、前記複数の走査線２１と前記複数
のデータ線２２との交差に対応して設けられた複数の画
素回路２３と、走査線駆動回路３１と、データ線駆動回
路３２とを備え、データ線駆動回路３２は、第１リセッ
ト期間Ｔｒ１において第１リセット信号Ｖｒ１を出力し
、第１画像信号書込期間Ｔｗｄ１において第１画像信号
Ｖｄ１を出力し、第２リセット期間Ｔｒ２において第１
リセット信号Ｖｒ１と同極性の第２リセット信号Ｖｒ２
を出力し、第２画像信号書込期間Ｔｗｄ２において第１
画像信号Ｖｄ１と逆極性の第２画像信号Ｖｄ２を出力す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査線と、
　複数のデータ線と、
　前記複数のデータ線と交差する複数の容量線と、
　前記複数の走査線と前記複数のデータ線との交差に対応して設けられた複数の画素回路
と、
　第１リセット期間、第１画像信号書込期間、第２リセット期間、及び第２画像信号書込
期間を含む各水平走査期間において、前記第１リセット期間にアクティブとなる第１リセ
ット選択信号、前記第１画像信号書込期間にアクティブとなる第１書込選択信号、前記第
２リセット期間にアクティブとなる第２リセット選択信号、及び前記第２画像信号書込期
間にアクティブとなる第２書込選択信号を各々生成して、水平走査期間毎に出力先の走査
線を順次切り替えながら、互いに異なる４つの前記走査線に対して前記第１リセット選択
信号、前記第１書込選択信号、前記第２リセット選択信号、及び前記第２書込選択信号を
出力する走査線駆動回路と、
　前記第１リセット期間において第１リセット信号を前記複数のデータ線に出力し、前記
第１画像信号書込期間において第１画像信号を前記複数のデータ線に出力し、前記第２リ
セット期間において第２リセット信号を前記複数のデータ線に出力し、前記第２画像信号
書込期間において第２画像信号を前記複数のデータ線に出力するデータ線駆動回路と、
　を備え、
　前記複数の画素回路の各々は、共通電位が印加される共通電極、画素電極、及び前記共
通電極と画素電極との間に挟持された液晶を有する液晶素子と、前記画素電極と前記デー
タ線との間に設けられたスイッチング素子と、前記画素電極と前記容量線との間に設けら
れた保持容量とを有し、
　前記データ線駆動回路は、前記共通電位を基準として信号レベルが同極性となるように
前記第１リセット信号及び前記第２リセット信号を生成し、前記共通電位を基準として信
号レベルが逆極性となるように前記第１画像信号及び前記第２画像信号を生成し、
　ある走査線に対して供給される前記第１書込選択信号がアクティブとなる水平走査期間
が開始される時間から、当該走査線に供給される第１書込選択信号がアクティブとなった
後に、当該走査線に対して供給される前記第２リセット選択信号が最初にアクティブとな
る水平走査期間が開始される時間までの期間を第１期間とし、
　当該走査線に対して供給される前記第２書込選択信号がアクティブとなる水平走査期間
が開始される時間から、当該走査線に供給される第２書込選択信号がアクティブとなった
後に、当該走査線に対して供給される前記第１リセット選択信号が最初にアクティブとな
る水平走査期間が開始される時間までの期間を第２期間としたとき、
　前記共通電位を基準として前記第１リセット信号と前記第１画像信号とが逆極性の場合
、前記第１期間は、前記第２期間よりも長く、
　前記共通電位を基準として前記第１リセット信号と前記第１画像信号とが同極性の場合
、前記第１期間は、前記第２期間よりも短い、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　ある走査線に対して供給される前記第１リセット選択信号がアクティブとなる水平走査
期間が開始される時間から、当該走査線に供給される第１リセット選択信号がアクティブ
となった後に、当該走査線に対して供給される前記第１書込選択信号が最初にアクティブ
となる水平走査期間が開始される時間までの期間を第３期間とし、
　当該走査線に対して供給される前記第２リセット選択信号がアクティブとなる水平走査
期間が開始される時間から、当該走査線に供給される第２リセット選択信号がアクティブ
となった後に、当該走査線に対して供給される前記第２書込選択信号が最初にアクティブ
となる水平走査期間が開始される時間までの期間を第４期間としたとき、
　前記第３期間と、前記第４期間とは、等しい長さである
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　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記共通電位を基準として前記第１リセット信号と前記第１画像信号とが逆極性の場合
、前記第１期間は、前記第２期間、前記第３期間、及び前記第４期間を合計した以上の長
さを有し、
　前記共通電位を基準として前記第１リセット信号と前記第１画像信号とが同極性の場合
、前記第２期間は、前記第１期間、前記第３期間、及び前記第４期間を合計した以上の長
さを有する、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記データ線駆動回路は、前記第１リセット信号のレベルと前記第２リセット信号のレ
ベルが同じになるように前記第１リセット信号及び前記第２リセット信号を生成する、
　ことを特徴とする請求項１乃至３のうちいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１リセット期間と前記第１画像信号書込期間との間には第１プリチャージ期間が
設けられており、前記第２リセット期間と前記第２画像信号書込期間との間には第２プリ
チャージ期間が設けられており、
　前記走査線駆動回路は、前記第１プリチャージ期間及び前記第１画像信号書込期間にお
いて前記第１書込選択信号をアクティブとし、前記第２プリチャージ期間及び前記第２画
像信号書込期間において前記第２書込選択信号をアクティブとし、
　前記データ線駆動回路は、前記第１プリチャージ期間において第１プリチャージ信号を
前記複数のデータ線に出力し、前記第２プリチャージ期間において第２プリチャージ信号
を前記複数のデータ線に出力する、
　ことを特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記データ線駆動回路は、
　前記共通電位を基準として前記第１リセット信号と前記第１画像信号とが逆極性の場合
、前記第１プリチャージ信号のレベルを前記第１リセット信号のレベルから前記共通電位
までの範囲に設定し、
　前記共通電位を基準として前記第２リセット信号と前記第２画像信号とが逆極性の場合
、前記第２プリチャージ信号のレベルを前記第２リセット信号のレベルから前記共通電位
までの範囲に設定する、
　ことを特徴とする請求項１乃至５のうちいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のうちいずれか１項に記載の液晶表示装置を備えた電子機器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、領域走査駆動及びリセット駆動により、液晶装置の表示特性を向上する技術
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶装置においては、焼き付きや劣化を防止するため、各画素に対して正極性及
び負極性の画像信号を交互に供給する反転駆動方式が一般的に採用されている。
　反転駆動方式の一つとして、データ線に印加する電圧の極性を１フレーム周期で反転さ
せるフレーム反転駆動方式が存在する。
【０００３】
　フレーム反転駆動方式では、ある１垂直走査期間を対象とした場合、データ線からは、
正極性または負極性のいずれか一方の画像信号が、画面の上部に位置する画素から画面の
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下部に位置する画素へと順次供給されるため、画面の上部に位置する画素は、１垂直走査
期間のうち多くの期間において、データ線から供給される画像信号と同極性の電位を有す
るのに対して、画面の下部に位置する画素は、１垂直走査期間のうち多くの期間において
、データ線から供給される画像信号とは逆極性の電位を保持する。
　すなわち、各画素の画面中での位置により、画素とデータ線との間の電位差が大きく異
なり、画素からデータ線に対して発生するリーク電流の方向及びリーク電流の強さが大き
く異なることになるため、画面の場所により表示が不均一になるという問題が生じていた
。
【０００４】
　そこで、このような画面の場所による表示の不均一性という問題を解消するために、１
垂直走査期間において、同一画面内で一定距離だけ離れた２つの画素に対して、正極性の
画像信号と負極性の画像信号とを交互に供給する、領域走査駆動方式が提案されている。
　領域走査駆動方式では、表示領域内の正極性の電位を有する画素数と負極性の電位を有
する画素数とが、任意のタイミングにおいてほぼ等しくなる。また、データ線に印加され
る電圧は、１水平走査期間の短い周期内で極性が反転されるため、各画素とデータ線との
電位差が、一定値のままで長期間維持されることもない。
　このような領域走査駆動方式によって、画素とデータ線との間の電位の関係が、画面の
場所により大きく偏った状態が長期間持続されることを防ぐことが可能となるため、画面
の場所による表示の不均一性が解消される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特願２００４－１７７９３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで液晶装置の小型化、高精細化が進み、画素ピッチについても狭くなると、互い
に隣接する画素間で生じる横電界の影響により、液晶分子が不安定な状態になり、配向不
良が生じることがある。
　この配向不良の問題を解決するために、ある画素に画像信号を供給する前に、当該画素
の液晶に大きな電圧（リセット信号）を印加して、液晶分子を配向不良の状態から正常な
状態へと復元するリセット駆動方式が存在する。そして、ある画素に対して正極性の画像
信号が供給される前に、当該画素の液晶に正極性のリセット信号を印加し、ある画素に対
して負極性の画像信号が供給される前に、当該画素の液晶に負極性のリセット信号を印加
する、領域操作駆動方式とリセット駆動方式とを一体とした駆動方式により、焼き付きや
表示の不均一を防止しつつ、配向不良についても防止可能となる。
【０００７】
　しかし、このような、領域操作駆動方式とリセット駆動方式とを一体とした駆動方式を
採用した場合、各水平走査期間において、正極性及び負極性の画像信号と、正極性及び負
極性のリセット信号とがデータ線に出力されるため、データ線の電位は大きく変化する。
データ線の電位が大きく変化した場合、各画素が備える容量が接続する容量線と、データ
線とは、寄生容量によりカップリングしているため、容量線の電位も変化する。そして、
容量線の電位が変化する場合には、各画素が画像信号の指定する階調を正確に表示できな
くなる。
【０００８】
　そこで、本発明では、領域走査駆動方式と、リセット駆動方式とを一体とした駆動方式
を採用した場合に、データ線の急激な電位変化に伴う容量線の電位変化に起因する表示不
具合の問題を低減させることを解決課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】



(5) JP 2012-220910 A 2012.11.12

10

20

30

40

50

　上述した課題を解決するため、本発明に係る液晶表示装置は、複数の走査線と、複数の
データ線と、前記複数のデータ線と交差する複数の容量線と、前記複数の走査線と前記複
数のデータ線との交差に対応して設けられた複数の画素回路と、第１リセット期間、第１
画像信号書込期間、第２リセット期間、及び第２画像信号書込期間を含む各水平走査期間
において、前記第１リセット期間にアクティブとなる第１リセット選択信号、前記第１画
像信号書込期間にアクティブとなる第１書込選択信号、前記第２リセット期間にアクティ
ブとなる第２リセット選択信号、及び前記第２画像信号書込期間にアクティブとなる第２
書込選択信号を各々生成して、水平走査期間毎に出力先の走査線を順次切り替えながら、
互いに異なる４つの前記走査線に対して前記第１リセット選択信号、前記第１書込選択信
号、前記第２リセット選択信号、及び前記第２書込選択信号を出力する走査線駆動回路と
、前記第１リセット期間において第１リセット信号を前記複数のデータ線に出力し、前記
第１画像信号書込期間において第１画像信号を前記複数のデータ線に出力し、前記第２リ
セット期間において第２リセット信号を前記複数のデータ線に出力し、前記第２画像信号
書込期間において第２画像信号を前記複数のデータ線に出力するデータ線駆動回路と、を
備え、前記複数の画素回路の各々は、共通電位が印加される共通電極、画素電極、及び前
記共通電極と画素電極との間に挟持された液晶を有する液晶素子と、前記画素電極と前記
データ線との間に設けられたスイッチング素子と、前記画素電極と前記容量線との間に設
けられた保持容量とを有し、前記データ線駆動回路は、前記共通電位を基準として信号レ
ベルが同極性となるように前記第１リセット信号及び前記第２リセット信号を生成し、前
記共通電位を基準として信号レベルが逆極性となるように前記第１画像信号及び前記第２
画像信号を生成し、ある走査線に対して供給される前記第１書込選択信号がアクティブと
なる水平走査期間が開始される時間から、当該走査線に供給される第１書込選択信号がア
クティブとなった後に、当該走査線に対して供給される前記第２リセット選択信号が最初
にアクティブとなる水平走査期間が開始される時間までの期間を第１期間とし、当該走査
線に対して供給される前記第２書込選択信号がアクティブとなる水平走査期間が開始され
る時間から、当該走査線に供給される第２書込選択信号がアクティブとなった後に、当該
走査線に対して供給される前記第１リセット選択信号が最初にアクティブとなる水平走査
期間が開始される時間までの期間を第２期間としたとき、前記共通電位を基準として前記
第１リセット信号と前記第１画像信号とが逆極性の場合、前記第１期間は、前記第２期間
よりも長く、前記共通電位を基準として前記第１リセット信号と前記第１画像信号とが同
極性の場合、前記第１期間は、前記第２期間よりも短い、ことを特徴とする。
【００１０】
　この発明によれば、各水平走査期間において、共通電位を基準として信号レベルが逆極
性となるような第１画像信号及び第２画像信号がデータ線に印加して、例えば、画面の上
部に正極性の画像信号を書き込み、画面の下部に負極性の画像信号を書き込む領域走査駆
動方式を採用するため、表示の不均一性を抑制することが可能となる。さらに、画像信号
の印加とは別にリセット信号を印加するリセット駆動方式を採用するので、液晶の配向不
良による表示品質の劣化を防止することが可能となる。
【００１１】
　また、この発明によれば、第１リセット信号及び第２リセット信号を、共通電位を基準
として信号レベルが同極性となるように生成する。リセット信号と画像信号とが逆極性と
なる場合、データ線に出力される信号が、リセット信号及び画像信号の一方から他方へと
切り替わる際に、データ線に急峻且つ大きな電位変化が生じることがある。複数のデータ
線の各々は、複数の容量線の各々と交差しており、データ線及び容量線は、寄生容量によ
りカップリングしている。従って、データ線に、急峻且つ大きな電位変化が生じる場合、
容量線の電位も変化する。そして、容量線の電位が変化した場合、画素回路の備える保持
容量は容量線と接続しているため、画素回路の保持容量を介して、画素電極の電位も変化
することになる。この結果、画素回路により表示される階調は、画像信号が指定する階調
とは異なる階調となり、表示品質が劣化する。
　これに対して、この発明では、第１リセット信号及び第２リセット信号は、第１画像信
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号または第２画像信号のうちいずれか一方と同極性の信号となるため、データ線に生じる
急峻且つ大きな電位変化の回数を低減させることが可能となる。この結果、データ線の電
位変化に伴い発生する容量線の電位変化に起因する表示不具合が視認される可能性を低減
することができる。
【００１２】
　さらに、この発明によれば、共通電位を基準として第１画像信号と第１リセット信号と
が逆極性となる場合には、ある画素回路に対して第１画像信号が供給されてから第２リセ
ット信号が供給されるまでの第１期間が、当該画素回路に対して第２画像信号が供給され
てから第１リセット信号が供給されるまでの第２期間に比べて長く設定される。
　従って、画面の中で、第１画像信号を保持している画素回路が存在する領域と、第１画
像信号とは逆極性の第１リセット信号、第２画像信号、及び第２リセット信号を保持して
いる画素回路が存在する領域とを、ほぼ等しい面積とすることができる。この場合、デー
タ線に印加される電位の１垂直走査期間における平均値が、正極性または負極性の一方に
偏ることを防ぐことができる。これにより、画素回路とデータ線と間の電位差の１垂直走
査期間における平均値が、画面内の位置により大きく異なることを防止することができ、
表示の不均一を防止することが可能となる。
　同様に、共通電位を基準として第１画像信号と第１リセット信号とが同極性となる場合
、すなわち、第２画像信号と第２リセット信号とが逆極性となる場合には、第２期間が、
第１期間に比べて長く設定されるため、データ線に印加される電位が、正極性または負極
性の一方に偏ることを防ぐことができ、表示の不均一の問題が解消される。
【００１３】
　また、上述した液晶表示装置において、ある走査線に対して供給される前記第１リセッ
ト選択信号がアクティブとなる水平走査期間が開始される時間から、当該走査線に供給さ
れる第１リセット選択信号がアクティブとなった後に、当該走査線に対して供給される前
記第１書込選択信号が最初にアクティブとなる水平走査期間が開始される時間までの期間
を第３期間とし、当該走査線に対して供給される前記第２リセット選択信号がアクティブ
となる水平走査期間が開始される時間から、当該走査線に供給される第２リセット選択信
号がアクティブとなった後に、当該走査線に対して供給される前記第２書込選択信号が最
初にアクティブとなる水平走査期間が開始される時間までの期間を第４期間としたとき、
前記第３期間と、前記第４期間とは、等しい長さであることが好ましい。
　この場合には、画素回路が正極性の画像信号に基づいた表示をする際に発生する配向不
良と、負極性の画像信号に基づいた表示をする際に発生する配向不良とを等しく防止する
ことが可能となり、表示品質の劣化、及び画面内の位置による表示品質の偏りの発生を防
止することが可能となる。
【００１４】
　また、上述した液晶表示装置において、前記共通電位を基準として前記第１リセット信
号と前記第１画像信号とが逆極性の場合、前記第１期間は、前記第２期間、前記第３期間
、及び前記第４期間を合計した以上の長さを有し、前記共通電位を基準として前記第１リ
セット信号と前記第１画像信号とが同極性の場合、前記第２期間は、前記第１期間、前記
第３期間、及び前記第４期間を合計した以上の長さを有する、ことが好ましい。
　この場合には、共通電位を基準として第１画像信号と第１リセット信号とが逆極性であ
れば、画面の中で、第１画像信号を保持している画素回路が存在する領域が、第１画像信
号とは逆極性の第１リセット信号、第２画像信号、及び第２リセット信号を保持している
画素回路が存在する領域以上の面積を有する。よって、第１画像信号のレベルが、共通電
位に近い場合であっても、１垂直走査期間においてデータ線に印加される電位が、正極性
または負極性の一方に偏ることを防ぐことが可能となる。これにより、画素回路とデータ
線との電位差が、画面内の位置により異なることを防止することができ、表示の不均一の
問題が解消される。
　同様に、共通電位を基準として第１画像信号と第１リセット信号とが同極性となる場合
、すなわち、第２画像信号と第２リセット信号とが逆極性となる場合には、画面の中で、
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第２画像信号を保持している画素回路が存在する領域が、第２画像信号とは逆極性の第２
リセット信号、第１画像信号、及び第１リセット信号を保持している画素回路が存在する
領域以上の面積を有するため、表示の不均一の問題が解消される。
【００１５】
　また、上述した液晶表示装置において、前記データ線駆動回路は、前記第１リセット信
号のレベルと前記第２リセット信号のレベルが同じになるように前記第１リセット信号及
び前記第２リセット信号を生成する、ことが好ましい。
　この場合には、第１リセット信号と、第２リセット信号とを、同一の信号として生成す
ることが可能となるため、液晶表示装置の構造を簡素化することができる。
【００１６】
　また、上述した液晶表示装置において、前記第１リセット期間と前記第１画像信号書込
期間との間には第１プリチャージ期間が設けられており、前記第２リセット期間と前記第
２画像信号書込期間との間には第２プリチャージ期間が設けられており、前記走査線駆動
回路は、前記第１プリチャージ期間及び前記第１画像信号書込期間において前記第１書込
選択信号をアクティブとし、前記第２プリチャージ期間及び前記第２画像信号書込期間に
おいて前記第２書込選択信号をアクティブとし、前記データ線駆動回路は、前記第１プリ
チャージ期間において第１プリチャージ信号を前記複数のデータ線に出力し、前記第２プ
リチャージ期間において第２プリチャージ信号を前記複数のデータ線に出力する、ことが
好ましい。
　この場合、複数のデータ線には、画像信号が出力される前に、プリチャージ信号が出力
される。従って、リセット信号の信号レベルと、画像信号の信号レベルとが大きく異なる
場合であっても、プリチャージ信号により、複数のデータ線に対する電荷の充電または放
電を、画像信号の書き込みに先立って行うことができるため、画像信号の書き込みが容易
になる。この結果、各画素回路により表示される階調が、画像信号に指定された階調とな
る。
【００１７】
　また、上述した液晶表示装置において、前記データ線駆動回路は、前記共通電位を基準
として前記第１リセット信号と前記第１画像信号とが逆極性の場合、前記第１プリチャー
ジ信号のレベルを前記第１リセット信号のレベルから前記共通電位までの範囲に設定し、
前記共通電位を基準として前記第２リセット信号と前記第２画像信号とが逆極性の場合、
前記第２プリチャージ信号のレベルを前記第２リセット信号のレベルから前記共通電位ま
での範囲に設定する、ことが好ましい。
　この場合、プリチャージ信号の信号レベルが、リセット信号の信号レベルと、画像信号
の信号レベルとの間であるため、データ線にリセット信号が出力されてから、画像信号が
出力されるまでの、データ線の電位変化を緩やかにすることができ、データ線の電位変化
に伴う容量線の電位変化を抑制し、容量線の電位変化に起因した表示の不具合を防止する
ことが可能となる。
【００１８】
　次に、本発明に係る電子機器としては、例えば、携帯電話機、パーソナルコンピュータ
、あるいは投写型表示装置などが該当する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図２】画素回路を示す回路図である。
【図３】表示領域内の液晶素子が保持する信号の遷移を示す図である。
【図４】走査線駆動回路の構成を示すブロック図である。
【図５】Ｙ入力パルスの波形を示すタイミングチャートである。
【図６】Ｙシフトパルスの波形を示すタイミングチャートである。
【図７】制御回路及び駆動回路の動作を示すタイミングチャートである。
【図８】選択信号の波形を示すタイミングチャートである。
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【図９】データ信号及び容量線の電位変化を示すタイミングチャートである。
【図１０】データ信号及び容量線の電位変化を示すタイミングチャートである。
【図１１】電子機器（パーソナルコンピュータ）の斜視図である。
【図１２】電子機器（携帯電話機）の斜視図である。
【図１３】電子機器（プロジェクタ）の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
＜Ａ：実施形態＞
　以下、添付の図面を参照しながら本発明に係る様々な実施の形態を説明する。図面にお
いては、各部の寸法の比率は実際のものとは適宜に異ならせてある。
【００２１】
　図１は、本発明の形態に係る液晶装置１のブロック図である。液晶装置１は、画像を表
示する表示体として、電子機器に搭載することができる。図１に示すように、液晶装置１
は、画像を表示する表示パネル１０と、これを制御する制御回路４０と、を備える。
　表示パネル１０は、複数の画素回路２３を有する表示領域２０と、複数の画素回路２３
を駆動する駆動回路３０とを備える。
【００２２】
　表示領域２０は、Ｘ方向に延在するＭ本（Ｍは１以上の自然数）の走査線２１と、Ｘ方
向に交差するＹ方向に延在するＮ本（Ｎは１以上の自然数）のデータ線２２と、Ｘ方向に
延在するＭ本の容量線２４（図示略）と、各走査線２１と各データ線２２との交差に対応
して縦Ｍ行×横Ｎ列の行列状に配置された複数の画素回路２３とを備える。
　駆動回路３０は、Ｍ本の走査線２１と接続する走査線駆動回路３１と、Ｎ本のデータ線
２２と接続するデータ線駆動回路３２とより構成される。駆動回路３０は、例えば複数の
集積回路に分散して実装される。ただし、駆動回路３０の少なくとも一部は、画素回路２
３と共に基板上に形成された薄膜トランジスタで構成され得る。なお、本実施形態では、
表示パネル１０は駆動回路３０を含んで構成されているが、駆動回路３０の少なくとも一
部を表示パネル１０とは別に形成しても良い。
【００２３】
　走査線駆動回路３１は、複数の走査線２１を行単位で順次に走査（選択）する手段であ
り、選択信号Ｇ［１］～Ｇ［Ｍ］を生成して、Ｍ本の各走査線２１に対して出力する。
　また、データ線駆動回路３２は、制御回路４０より供給されるデータ信号Ｖｉｄに基づ
いて、各画素回路２３の階調を指定する画像信号ＶＤ［１］～ＶＤ［Ｎ］を生成する。そ
して、データ線駆動回路３２は、制御回路４０より供給されるＸ入力パルスＤｘ、ドット
クロック信号Ｄｃｌｋ、及び制御信号Ｎｒｇに基づいて、画像信号ＶＤ［１］～ＶＤ［Ｎ
］を含むデータ信号Ｖｉｄをデータ線２２に対して出力する。
【００２４】
　制御回路４０は、図示しない上位装置より供給される、表示領域２０の有する画素の階
調を指定する表示データＶＩＤＥＯに基づいて、アナログのデータ信号Ｖｉｄを生成し、
これをデータ線駆動回路３２に供給する。
　また、制御回路４０は、図示しない上位装置から供給される制御信号に基づいて、１垂
直走査期間Ｆの半分に相当する周期でアクティブになるパルス信号であるＹ転送開始パル
スＤｙｉｎ、及び１水平走査期間Ｈに相当する周期を有するクロック信号であるインバー
タ信号ＩＮＶ、等の内部信号を生成する。そして、制御回路４０は、これらの制御信号及
び内部信号に基づき、表示パネル１０を制御するための各種信号を生成する。具体的には
、制御回路４０は、１垂直走査期間Ｆにおいて４回アクティブになるパルス信号であるＹ
入力パルスＤｙ、１水平走査期間Ｈの２個分に相当する周期を有するクロック信号である
Ｙクロック信号Ｃｌｙ、及び１水平走査期間Ｈのうち所定の期間を指定する信号であるイ
ネーブル信号ＥＮＢを生成して、走査線駆動回路３１に供給すると共に、１水平走査期間
Ｈの半分に相当する周期でアクティブになるパルス信号であるＸ入力パルスＤｘ、１水平
走査期間Ｈを細分化し、各画素に対してデータ信号Ｖｉｄが供給される期間を指定するド
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ットクロック信号Ｄｃｌｋ、及び１水平走査期間Ｈのうち所定の期間を指定する制御信号
Ｎｒｇを生成して、データ線駆動回路３２に供給する。
【００２５】
　図２は、画素回路２３の回路図である。ここでは、第ｉ行（ｉは、１≦ｉ≦２Ｍを満た
す自然数）第ｊ列（ｊは、１≦ｊ≦Ｎを満たす自然数）に位置する画素回路２３を代表的
に図示している。画素回路２３は、選択トランジスタ（スイッチング素子）２３５と、透
明な画素電極２３１と透明な共通電極２３３との間に設けられた液晶２３２とを備える液
晶素子２３０と、保持容量ＣＯとを有する。
【００２６】
　選択トランジスタ２３５のゲート電極はｉ行目の走査線２１に接続され、ソース電極及
びドレイン電極の一方はｊ列目のデータ線２２に接続され、ソース電極及びドレイン電極
の他方は画素電極２３１に接続されている。保持容量ＣＯは、画素電極２３１と容量線２
４との間に設けられる。容量線２４には一定の電位Ｖｃｏが供給される。
【００２７】
　走査線２１に供給され選択信号Ｇ［ｉ］がハイレベルになると、選択トランジスタ２３
５はオンし、データ信号Ｖｉｄがデータ線２２より選択トランジスタ２３５を介して画素
電極２３１に供給される。また、走査線２１に供給される選択信号Ｇ［ｉ］がローレベル
になると、選択トランジスタ２３５はオフし、データ線２２と画素電極２３１とは非導通
の状態となるが、選択トランジスタ２３５はオフである間も、画素電極２３１に印加され
たデータ信号Ｖｉｄは、液晶素子２３０の容量及び保持容量ＣＯにより保持される。
【００２８】
　図示は省略するが、表示パネル１０は、一定の間隔を保って貼り合わされた素子基板と
対向基板とを備える。液晶２３２は、素子基板と対向基板との間隙に封止されている。素
子基板上には、走査線駆動回路３１、データ線駆動回路３２、走査線２１、データ線２２
、選択トランジスタ２３５、及び画素電極２３１が形成され、対向基板上には共通電極２
３３が形成される。共通電極２３３は、複数の画素電極２３１に共通であり、そこには共
通電位Ｖｃｏｍが印加される。
　以下の説明では、共通電位Ｖｃｏｍを基準として、データ信号Ｖｉｄの電位が共通電位
Ｖｃｏｍ以上でとなる場合を正極性、データ信号Ｖｉｄの電位が共通電位Ｖｃｏｍを下回
る場合を負極性と称する。
【００２９】
　ところで、液晶に対して、同一の極性の電圧を長時間印加し続けた場合、液晶の容量性
による帯電が生じ、帯電の影響により残像が表示される、いわゆる焼き付きの問題が存在
する。このような問題に対応するために、一定周期で画素回路に対して印加する電圧の極
性を反転させることで、液晶に帯電した電荷を除去し焼き付きを防止する、反転駆動方式
が一般的に採用されている。
【００３０】
　反転駆動方式としては、極性の反転を１垂直走査期間Ｆ毎に行うフレーム反転駆動方式
が存在するが、その場合、各画素とデータ線との電位差が、１画面の上部に位置する画素
と下部に位置する画素との間で偏りが生じるため、画面の上部と下部との間で表示が不均
一になるという問題が生じていた。
　そこで、１垂直走査期間Ｆの各々において正極性または負極性のいずれか一方の極性を
有する画像信号を書き込むのではなく、一定の間隔を隔てた２つの画素に対して、それぞ
れ交互に正極性と負極性の画像信号の書き込みを行う領域走査駆動方式により、このよう
な表示不均一の問題に対応している。
【００３１】
　一方、近年の液晶装置の小型化、高精度化に伴い、画素間の間隔が狭まっている。その
ため、画素電極間の電位差により、本来、基板面に対して縦方向の電界により駆動される
べき液晶に対して、横方向の電界が加わるため、液晶分子の配向が乱れるという配向不良
の問題が生じる。
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　この配向不良の問題は、隣接する画素間の電位差が大きい場合に生じやすい。例えば、
隣接する２つの画素間において、一方の画素に白表示相当の電圧Ｖｗｔ（ノーマリーブラ
ックモードの場合）、または、黒表示相当の電圧Ｖｂｋ（ノーマリーホワイトモードの場
合）等の共通電位Ｖｃｏｍと大きな電位差を有する電圧を印加し、他方の画素に光学的閾
値電圧Ｖｔｈ以下の小さな電圧が印加されている場合には、画素間の電位差が大きくなり
、横電界の影響による配向不良が生じやすくなる。
　本実施形態では、このような配向不良の問題に対応するため、液晶に対して、横電界の
影響を受けた液晶をその影響下から脱するのに十分な大きさの電圧を有するリセット信号
Ｖｒを印加して、液晶を正常な状態に戻したうえで、画像信号を印加する。この駆動方式
をリセット駆動と称する。
【００３２】
　なお、本実施形態は、液晶２３２はＶＡ（Vertical Alignment）方式であり、液晶素子
２３０に対して電圧が印加されない状態において画素が黒表示（画素の相対透過率が０％
）となるノーマリーブラックモードを想定する。
　また、リセット信号Ｖｒのレベルは、光学的飽和電圧Ｖｓａｔ以上のとなるように設定
すればよい。具体的には、本実施形態では、リセット信号Ｖｒのレベルは、白表示相当の
電圧Ｖｗｔとする。
　ここで、相対透過率とは、ノーマリーブラックモードの場合、表示パネル１０において
液晶素子２３０に電圧を印加しない場合の透過率を０％とし、液晶素子２３０に最大電圧
を印加した場合の透過率を１００％として、液晶素子２３０の透過率をスケーリングした
ものである。そして、（社）電子情報技術産業協会が制定した「液晶表示パネル及びその
構成材料の測定方法」に関する規格ＪＥＩＴＡ ＥＤ-２５２１Ｂによれば、相対透過率が
１０％となる印加電圧が光学的閾値電圧Ｖｔｈであり、相対透過率が９０％となる印加電
圧が光学的飽和電圧Ｖｓａｔである。
【００３３】
　本実施形態では、以上に述べたような、領域走査駆動方式とリセット駆動方式とを一体
とした駆動方式を採用することにより、焼き付きの問題、表示不均一の問題、及び配向不
良の問題を解決する。
　以下では、図３を参照しつつ、本駆動方式の動作の概要について説明する。
【００３４】
　本実施形態では、一定の間隔の行数を隔てた２つの画素に対して、交互にリセット信号
Ｖｒを供給し、その一定期間後に、これら２つの画素に対して、交互に正極性と負極性の
画像信号ＶＤを供給する。より具体的には、各水平走査期間Ｈにおいて、選択信号Ｇ［ｉ
］が４行の走査線２１を選択し、これら４行の走査線２１に接続する複数の画素回路２３
に対して、それぞれ、正極性の画像信号ＶＤ（第１画像信号Ｖｄ１）、正極性の画像信号
ＶＤが供給される前に供給されるリセット信号Ｖｒ（第１リセット信号Ｖｒ１）、負極性
の画像信号ＶＤ（第２画像信号Ｖｄ２）、及び負極性の画像信号ＶＤが供給される前に供
給されるリセット信号Ｖｒ（第２リセット信号Ｖｒ２）を供給する。そして、このような
、第１リセット信号Ｖｒ１、第１画像信号Ｖｄ１、第２リセット信号Ｖｒ２、及び第２画
像信号Ｖｄ２の各信号は、互いに異なる４つの走査線２１に対して、１水平走査期間Ｈに
１行ずつ順次シフトしながら、供給される。
【００３５】
　なお、本実施形態では、第１リセット信号Ｖｒ１及び第２リセット信号Ｖｒ２は、共に
負極性とする。
　詳細は後述するが、仮に、第１リセット信号Ｖｒ１と第２リセット信号Ｖｒ２とを逆極
性とした場合、データ線駆動回路３２からデータ線２２に出力される信号が、第１画像信
号Ｖｄ１から第２リセット信号Ｖｒ２へと切り替わるタイミング、及び、第２画像信号Ｖ
ｄ２から第１リセット信号Ｖｒ１へと切り替わるタイミングにおいて、データ線２２の電
位が大きく変化する。複数のデータ線２２の各々は、複数の容量線２４の各々と交差して
おり、データ線２２及び容量線２４は、寄生容量によりカップリングしている。従って、
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データ線２２の電位変化が急峻且つ大きな場合には、容量線２４の電位も変化する。そし
て、容量線２４の電位が変化した場合、画素回路２３の備える保持容量ＣＯは容量線２４
と接続しているため、画素回路２３の保持容量ＣＯを介して、画素電極２３１の電位も変
化することになる。この結果、画素回路２３により表示される階調は、画像信号ＶＤが指
定する階調とは異なる階調となり、表示品質が劣化する。
　これに対して、本実施形態のように、第１リセット信号Ｖｒ１及び第２リセット信号Ｖ
ｒ２を同極性とした場合には、データ線駆動回路３２からデータ線２２に出力される信号
が、第１画像信号Ｖｄ１から第２リセット信号Ｖｒ２へと切り替わるタイミング、または
、第２画像信号Ｖｄ２から第１リセット信号Ｖｒ１へと切り替わるタイミングのうちのい
ずれかにおいて、データ信号Ｖｉｄの電位は同極性のままであるため、データ線２２に生
じる急峻且つ大きな電位変化の回数を低減させることが可能となる。この結果、データ線
２２の電位変化に伴い発生する容量線２４の電位変化に起因する表示不具合が視認される
可能性を低減することができる。
【００３６】
　図３（Ａ）は、選択信号Ｇ［ｉ］が選択する走査線２１の行数と、選択する時間との関
係を表す図である。図３（Ａ）の縦軸は走査線２１の行数（１からＭまでの自然数）を表
し、横軸は時間を表す。
　直線ＬＲ１は、第１リセット信号Ｖｒ１が供給される複数の画素回路２３が接続する走
査線２１の行と、供給される時間との関係を示す。同様に、直線ＬＶ１は第１画像信号Ｖ
ｄ１が供給される走査線２１について、直線ＬＲ２は第２リセット信号Ｖｒ２が供給され
る走査線２１について、直線ＬＶ２は第２画像信号Ｖｄ２が供給される走査線２１につい
て、それぞれの供給される行数と供給される時間との関係を示す。
　また、直線ＬＲ１上のある点が示す行の走査線２１に対して、当該点が示す時間に第１
リセット信号Ｖｒ１が供給された場合、その後、当該走査線２１に接続する複数の画素回
路２３は、複数の画素回路２３の各々が有する保持容量ＣＯにより、第１リセット信号Ｖ
ｒ１を保持する。領域ＡｒｅａＲ１は、当該領域の左側で接する直線ＬＲ１において供給
された第１リセット信号Ｖｒ１を保持する画素回路２３の行数と、保持している時間との
関係を表している。同様に、領域ＡｒｅａＶ１、領域ＡｒｅａＲ２、及び領域ＡｒｅａＶ
２の各領域は、それぞれの領域の左側に接する、直線ＬＶ１、直線ＬＲ２、及び直線ＬＶ
２において供給された第１画像信号Ｖｄ１、第２リセット信号Ｖｒ２、及び第２画像信号
Ｖｄ２を保持している画素回路２３の行数と、保持している時間との関係を表している。
【００３７】
　例えば、第１行目の走査線２１に接続する複数の画素回路２３には、直線ＬＲ１と交差
する時刻Ｔ＝ｔ０において第１リセット信号Ｖｒ１が供給され、供給された第１リセット
信号Ｖｒ１は、領域ＡｒｅａＲ１の範囲であるｔ０≦Ｔ≦ｔ１の期間、保持される。その
後、第１行目の走査線２１に接続する複数の画素回路２３は、直線ＬＶ１と交差する時刻
Ｔ＝ｔ１に供給される第１画像信号Ｖｄ１を、領域ＡｒｅａＶ１の範囲であるｔ１≦Ｔ≦
ｔ２の期間保持し、直線ＬＲ２と交差する時刻Ｔ＝ｔ２に供給される第２リセット信号Ｖ
ｒ２を、領域ＡｒｅａＲ２の範囲であるｔ２≦Ｔ≦ｔ３の期間保持し、直線ＬＶ２と交差
する時刻Ｔ＝ｔ３に供給される第２画像信号Ｖｄ２を、領域ＡｒｅａＶ２の範囲であるｔ
３≦Ｔ≦ｔ４の期間保持する。
　このような、第１リセット信号Ｖｒ１、第１画像信号Ｖｄ１、第２リセット信号Ｖｒ２
、及び第２画像信号Ｖｄ２の各信号は、互いに異なる４つの走査線２１に対して、１水平
走査期間Ｈに１行ずつ順次シフトしながら、供給される。
【００３８】
　図３（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）は、図３（Ａ）の時刻Ｔ＝Ｔ１、時刻Ｔ＝Ｔ２、及び時刻Ｔ＝
Ｔ３のそれぞれの瞬間における、表示領域２０の画素回路２３が保持する電圧を示した図
である。図３（Ｂ）に示すように、時刻Ｔ＝Ｔ１では、画面下方から上方に向けて順に、
画素回路２３が第１リセット信号Ｖｒ１を保持する領域ＡｒｅａＲ１、画素回路２３が第
１画像信号Ｖｄ１を保持する領域ＡｒｅａＶ１、画素回路２３が第２リセット信号Ｖｒ２
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を保持する領域ＡｒｅａＲ２、画素回路２３が第２画像信号Ｖｄ２を保持する領域Ａｒｅ
ａＶ２が順番に並ぶ。時刻Ｔ＝Ｔ１以降、これらの各領域は、その幅を保ったまま、１水
平走査期間Ｈ毎に１行ずつ下方に遷移し、やがて、領域ＡｒｅａＲ１が画面下部に消滅す
る。そして、時刻Ｔ＝Ｔ２では、図３（Ｃ）に示すように、画面下部より、領域Ａｒｅａ
Ｖ１、領域ＡｒｅａＲ２、領域ＡｒｅａＶ２が順番に並ぶ。さらに、時刻Ｔ＝Ｔ３では、
図３（Ｄ）に示すように、画面下部より、領域ＡｒｅａＶ１、領域ＡｒｅａＲ２、領域Ａ
ｒｅａＶ２が順番に並ぶと共に、画面上部より、新たに、領域ＡｒｅａＲ１、領域Ａｒｅ
ａＶ１が出現する。
【００３９】
　図３の中で、ある時刻における、ある直線ＬＲ１と、当該直線ＬＲ１に隣り合う直線Ｌ
Ｖ１との間隔を、間隔ΔｍＲ１とする。具体的には、ある１水平走査期間Ｈにおいて、第
１リセット信号Ｖｒ１が供給される行と、第１画像信号Ｖｄ１が供給される行との間隔を
、間隔ΔｍＲ１とする。同様に、互いに隣り合う、直線ＬＶ１と直線ＬＲ２との間隔、す
なわち、ある１水平走査期間Ｈにおいて、第１画像信号Ｖｄ１が供給される行と、第２リ
セット信号Ｖｒ２が供給される行との間隔を、間隔ΔｍＶ１とする。
　また、互いに隣り合う、直線ＬＲ２と直線ＬＶ２との間隔、すなわち、ある１水平走査
期間Ｈにおいて、第２リセット信号Ｖｒ２が供給される行と、第２画像信号Ｖｄ２が供給
される行との間隔を、間隔ΔｍＲ２とする。同様に、互いに隣り合う、直線ＬＶ２と直線
ＬＲ１との間隔、すなわち、ある１水平走査期間Ｈにおいて、第２画像信号Ｖｄ２が供給
される行と、第１リセット信号Ｖｒ１が供給される行の間隔ΔｍＶ２とする（ΔｍＲ１、
ΔｍＲ２、ΔｍＶ１、及びΔｍＶ２は、いずれも１以上の自然数）。
【００４０】
　本実施形態では、間隔ΔｍＲ１及び間隔ΔｍＲ２は等しい値に設定される。
　また、間隔ΔｍＲ１及び間隔ΔｍＲ２は、間隔ΔｍＶ２及び間隔ΔｍＶ１に比べて十分
小さな値（例えば、「６」）に設定される。前述の通り、第１リセット信号Ｖｒ１及び第
２リセット信号Ｖｒ２は、液晶素子２３０に対して白表示相当の電圧Ｖｗｔを印加するも
のである。液晶素子２３０に対して白表示相当の電圧Ｖｗｔを長時間印加する場合、本来
表示すべき階調とは異なる階調（例えば、ノーマリーブラックモードの場合、白表示）と
して観察者に知覚される。よって、間隔ΔｍＲ１及び間隔ΔｍＲ２を、間隔ΔｍＶ２また
は間隔ΔｍＶ１に比べて十分に小さな値に設定して、液晶素子２３０にリセット信号Ｖｒ
を印加する時間を十分に短くすることにより、液晶素子２３０の透過率の変化を観察者に
近くされることなく、液晶２３２を配向不良の状態から脱する契機を与えることができる
。
【００４１】
　また、本実施形態では、間隔ΔｍＶ１は、間隔ΔｍＶ２よりも大きな値に設定される。
より具体的には、間隔ΔｍＶ１は、間隔ΔｍＶ２、間隔ΔｍＲ１、及び間隔ΔｍＲ２を合
計した値に等しくなるように設定される（すなわち、ΔｍＶ１＝ΔｍＶ２＋ΔｍＲ１＋Δ
ｍＲ２）。
　前述したように、本実施形態では、第１リセット信号Ｖｒ１及び第２リセット信号Ｖｒ
２は、共に負極性である。従って、仮に、間隔ΔｍＶ１と間隔ΔｍＶ２とを等しい値とし
た場合には、表示領域２０において、画素回路２３が負極性の電位を保持している領域（
領域ＡｒｅａＲ１、領域ＡｒｅａＲ２、及び領域ＡｒｅａＶ２を合計した領域）が、画素
回路２３が正極性の電位を保持している領域（領域ＡｒｅａＶ１）よりも大きくなる。こ
の場合、各画素回路２３とデータ線２２との電位差が、表示領域２０内の位置によって偏
りが生じるため、表示領域２０内の位置により表示が不均一になるという問題が生じる可
能性がある。
　これに対して、本実施形態では、間隔ΔｍＶ１を、間隔ΔｍＶ２、間隔ΔｍＲ１、及び
間隔ΔｍＲ２の合計に等しい値にすることで、表示領域２０において、画素回路２３が正
極性の電位を保持している領域と、画素回路２３が負極性の電位を保持している領域とを
、等しい面積とする。これにより、データ線２２に印加される電位の１垂直走査期間Ｆに
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おける平均値が、正極性または負極性の一方に偏ることを防止することが可能となる。そ
の結果、画素回路２３とデータ線２２との間の電位差の１垂直走査期間Ｆにおける平均値
が、表示領域２０内の位置に依存して大きく偏ることを防止でき、表示の不均一を防止す
ることが可能となる。
【００４２】
　前述のとおり、１垂直走査期間Ｆは、Ｙ転送開始パルスＤｙｉｎの２周期分に相当する
期間であり、図３（Ａ）において、第１リセット信号Ｖｒ１が１行目に供給されるタイミ
ング（時刻Ｔ＝ｔ０）から、再び１行目に供給されるタイミング（時刻Ｔ＝ｔ４）までの
期間である。また、垂直有効期間Ｆａは、各信号が１行目からＭ行目まで供給されるのに
要する期間であり、水平走査期間ＨのＭ個分の期間に相当する。垂直帰線期間Ｆｂは、垂
直走査期間Ｆより垂直有効期間Ｆａを除いた時間である。
【００４３】
　図４は、走査線駆動回路３１の構成を示す図である。走査線駆動回路３１は、Ｙシフト
レジスタ３１１と、選択信号生成部３１２とを備える。
　Ｙシフトレジスタ３１１は、Ｙ入力パルスＤｙが供給されると、これをＹクロック信号
Ｃｌｙに従って順次転送することによって、ＹシフトパルスＹ［１］～Ｙ［Ｍ］を生成す
る。ＹシフトパルスＹ［１］～Ｙ［Ｍ］は、１水平走査期間Ｈに相当するパルス幅を有す
るパルス信号であり、ＹシフトパルスＹ［１］～Ｙ［Ｍ］の各々は、互いに１水平走査期
間Ｈずつ遅れて順次出力される。
【００４４】
　図５に示すように、Ｙ入力パルスＤｙは、１垂直走査期間Ｆにおいて４回アクティブに
なるパルス信号である。具体的には、Ｙ入力パルスＤｙは、各垂直走査期間Ｆの開始され
るタイミングでアクティブになる第１リセット入力パルスＤｒ１、第１リセット入力パル
スＤｒ１がアクティブになるよりも期間ΔＲ１（第３期間）だけ遅れてアクティブになる
第１書込入力パルスＤｖ１、第１リセット入力パルスＤｒ１がアクティブになるよりも期
間ΔＶ１（第１期間）だけ遅れてアクティブになる第２リセット入力パルスＤｒ２、及び
第２リセット入力パルスＤｒ２がアクティブになるよりも期間ΔＲ２（第４期間）だけ遅
れてアクティブになる第２書込入力パルスＤｖ２を有する。なお、第２書込入力パルスＤ
ｖ２がアクティブになった後、期間ΔＶ２（第２期間）の後に、当該垂直走査期間Ｆが終
了し、再び、第１リセット入力パルスＤｒ１がアクティブになる。
　ここで、期間ΔＲ１は、１水平走査期間ＨのΔｍＲ１個分に相当する期間であり、期間
ΔＲ２は、１水平走査期間ＨのΔｍＲ２個分に相当する期間であり、期間ΔＶ１は、１水
平走査期間ＨのΔｍＶ１個分に相当する期間であり、期間ΔＶ２は、１水平走査期間Ｈの
ΔｍＶ２個分に相当する期間である。
【００４５】
　前述の通り、Ｙ入力パルスＤｙは、制御回路４０で生成され、走査線駆動回路３１に対
して出力される信号である。具体的には、制御回路４０は、各垂直走査期間Ｆの開始時を
起点として、期間ΔＲ１、期間ΔＶ１、期間ΔＲ２、及び期間ΔＶ２を示すカウント値と
、インバータ信号ＩＮＶに基づいて１水平走査期間Ｈに１ずつカウントアップするカウン
タとを有する。そして、制御回路４０は、各種カウント値と、カウンタとに基づいて、Ｙ
入力パルスＤｙ（第１リセット入力パルスＤｒ１、第１書込入力パルスＤｖ１、第２リセ
ット入力パルスＤｒ２、及び第２書込入力パルスＤｖ２）を生成する。
【００４６】
　Ｙシフトレジスタ３１１は、これら４種類のＹ入力パルスＤｙの各々に対して、Ｙ入力
パルスＤｙを順次シフトしたＹシフトパルスＹ［１］～Ｙ［Ｍ］を生成する。
　具体的には、図６に示すように、Ｙシフトレジスタ３１１は、第１リセット入力パルス
Ｄｒ１を順次シフトさせて第１リセットシフトパルスＹｒ１を生成し、第１書込入力パル
スＤｖ１を順次シフトさせて第１書込シフトパルスＹｖ１を生成し、第２リセット入力パ
ルスＤｒ２を順次シフトさせて第２リセットシフトパルスＹｒ２を生成し、及び第２書込
入力パルスＤｖ２を順次シフトさせて第２書込シフトパルスＹｖ２を生成する。
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　第１リセットシフトパルスＹｒ１、第１書込シフトパルスＹｖ１、第２リセットシフト
パルスＹｒ２、及び第２書込シフトパルスＹｖ２の出力が開始される間隔は、４つのＹ入
力パルスＤｙの間隔と等しい。すなわち、ある走査線２１に対して、第１書込シフトパル
スＹｖ１は第１リセットシフトパルスＹｒ１よりも期間ΔＲ１の後に出力され、第２リセ
ットシフトパルスＹｒ２は第１書込シフトパルスＹｖ１よりも期間ΔＶ１の後に出力され
、第２書込シフトパルスＹｖ２は第２リセットシフトパルスＹｒ２よりも期間ΔＲ２の後
に出力され、第１リセットシフトパルスＹｒ１は第２書込シフトパルスＹｖ２よりも期間
ΔＶ２の後に出力される。
【００４７】
　選択信号生成部３１２は、４種類のＹシフトパルスＹ［１］～Ｙ［Ｍ］と、イネーブル
信号ＥＮＢとに基づいて、４種類の選択信号Ｇ［１］～Ｇ［Ｍ］、すなわち、第１リセッ
ト選択信号Ｇｒ１、第１書込選択信号Ｇｖ１、第２リセット選択信号Ｇｒ２、及び第２書
込選択信号Ｇｖ２を生成する。図７を参照しつつ、イネーブル信号ＥＮＢ及び４種類の選
択信号Ｇ［１］～Ｇ［Ｍ］の詳細について説明する。
【００４８】
　図７は、駆動回路３０及び制御回路４０の動作を規定するタイミングチャートである。
　図７に示すように、１水平走査期間Ｈは、等しい長さの第１期間Ｈ１と第２期間Ｈ２と
から成り立つ。第１期間Ｈ１は、インバータ信号ＩＮＶがハイレベルである期間であり、
各水平走査期間Ｈの開始と同時に開始され、１水平走査期間Ｈの半分に相当する期間であ
る。第２期間Ｈ２は、インバータ信号ＩＮＶがローレベルである期間であり、各水平走査
期間ＨにおいてＸ入力パルスＤｘが２回目にアクティブになるタイミングで開始される、
１水平走査期間Ｈの半分に相当する期間である。
　また、第１期間Ｈ１は、第１リセット期間Ｔｒ１と、第１書込期間Ｔｗ１とより成り立
ち、第２期間Ｈ２は、第２リセット期間Ｔｒ２と、第２書込期間Ｔｗ２とより成り立つ。
【００４９】
　イネーブル信号ＥＮＢは、各水平走査期間Ｈにおいて、第１リセット期間Ｔｒ１を指定
する信号Ｒ１、第１書込期間Ｔｗ１を指定する信号Ｖ１、第２リセット期間Ｔｒ２を指定
する信号Ｒ２、及び第２書込期間Ｔｗ２を指定する信号Ｖ２を含む信号である。
　なお、イネーブル信号ＥＮＢは、前述の通り、制御回路４０で生成される。具体的には
、制御回路４０は、各水平走査期間Ｈの開始時を起点として、第１リセット期間Ｔｒ１、
第１書込期間Ｔｗ１、第２リセット期間Ｔｒ２、及び第２書込期間Ｔｗ２の各々の開始時
間及び終了時間を示す各種カウント値と、ドットクロック信号Ｄｃｌｋに基づいてカウン
トアップするカウンタとを備える。そして、制御回路４０は、各種カウント値とカウンタ
とに基づいて、イネーブル信号ＥＮＢを生成する。
【００５０】
　選択信号生成部３１２は、第１リセットシフトパルスＹｒ１及び信号Ｒ１の論理積を演
算して、第１リセット期間Ｔｒ１においてアクティブとなる第１リセット選択信号Ｇｒ１
を生成し、第１書込シフトパルスＹｖ１及び信号Ｖ１の論理積を演算して、第１書込期間
Ｔｗ１においてアクティブとなる第１書込選択信号Ｇｖ１を生成し、第２リセットシフト
パルスＹｒ２及び信号Ｒ２の論理積を演算して、第２リセット期間Ｔｒ２においてアクテ
ィブとなる第２リセット選択信号Ｇｒ２を生成し、第２書込シフトパルスＹｖ２及び信号
Ｖ２の論理積を演算して、第２書込期間Ｔｗ２においてアクティブとなる第２書込選択信
号Ｇｖ２を生成する。
　図８に示すように、第１リセット選択信号Ｇｒ１、第１書込選択信号Ｇｖ１、第２リセ
ット選択信号Ｇｒ２、及び第２書込選択信号Ｇｖ２は、各水平走査期間Ｈにおいて排他的
なタイミングで４本の走査線２１に対して各々出力される。また、第１リセット選択信号
Ｇｒ１、第１書込選択信号Ｇｖ１、第２リセット選択信号Ｇｒ２、及び第２書込選択信号
Ｇｖ２の各々は、第１行～第Ｍ行の走査線２１に対して、１水平走査期間Ｈ毎に１行ずつ
シフトして出力される。これら４種類の選択信号Ｇ［１］～Ｇ［Ｍ］が出力される走査線
２１及びその間隔は、４種類のＹシフトパルスＹ［１］～Ｙ［Ｍ］が出力される走査線２
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１及びその間隔と等しい。
【００５１】
　図７に示すように、第１書込期間Ｔｗ１は、制御信号Ｎｒｇがハイレベルとなる第１プ
リチャージ期間Ｔｗｐ１と、制御信号Ｎｒｇがローレベルとなる第１画像信号書込期間Ｔ
ｗｄ１とを含む。また、第２書込期間Ｔｗ２は、制御信号Ｎｒｇがハイレベルとなる第２
プリチャージ期間Ｔｗｐ２と、制御信号Ｎｒｇがローレベルとなる第２画像信号書込期間
Ｔｗｄ２とを含む。
　なお、第１期間Ｈ１において、第１リセット期間Ｔｒ１及び第１プリチャージ期間Ｔｗ
ｐ１が水平帰線期間Ｈｂに該当し、第１画像信号書込期間Ｔｗｄ１は水平有効期間Ｈａに
該当する。また、第２期間Ｈ２において、第２リセット期間Ｔｒ２及び第２プリチャージ
期間Ｔｗｐ２が水平帰線期間Ｈｂに該当し、第２画像信号書込期間Ｔｗｄ２は水平有効期
間Ｈａに該当する。
【００５２】
　第１プリチャージ期間Ｔｗｐ１及び第２プリチャージ期間Ｔｗｐ２は、画素回路２３に
対して画像信号ＶＤを供給するのに先立って、プリチャージ信号Ｖｐを供給するための期
間である。以下では、図７に示すように、第１プリチャージ期間Ｔｗｐ１において供給さ
れるプリチャージ信号Ｖｐを第１プリチャージ信号Ｖｐ１と称し、第２プリチャージ期間
Ｔｗｐ２において供給されるプリチャージ信号Ｖｐを第２プリチャージ信号Ｖｐ２と称す
る。
　なお、本実施形態では、第１プリチャージ信号Ｖｐ１のレベルは、共通電位Ｖｃｏｍに
設定される。また、第２プリチャージ信号Ｖｐ２のレベルは、負極性の白表示相当の電圧
Ｖｗｔ（－）から、共通電位Ｖｃｏｍ及び負極性の白表示相当の電圧Ｖｗｔ（－）の中間
の電位｛（Ｖｃｏｍ＋Ｖｗｔ（－））／２｝までの範囲となるように設定される。
【００５３】
　制御信号Ｎｒｇは、１水平走査期間Ｈの半分の期間に相当する周期を有する信号であり
、第１期間Ｈ１の開始時から、第１リセット期間Ｔｒ１及び第１プリチャージ期間Ｔｗｐ
１の合計に相当する期間と、第２期間Ｈ２の開始時から、第２リセット期間Ｔｒ２及び第
２プリチャージ期間Ｔｗｐ２の合計に相当する期間とにおいてハイレベルになる。
　前述の通り、制御信号Ｎｒｇは、制御回路４０で生成され、データ線駆動回路３２に対
して出力される信号である。具体的には、制御回路４０は、第１期間Ｈ１及び第２期間Ｈ
２の開始時を起点として、制御信号Ｎｒｇがハイレベルに立ち上がる時間及びローレベル
に立ち下がる時間を示す各種カウント値を有し、ドットクロック信号Ｄｃｌｋに基づいて
カウントアップするカウンタと、各種カウント値とに基づいて、制御信号Ｎｒｇを生成す
る。
【００５４】
　データ信号Ｖｉｄは、水平有効期間Ｈａに画像信号ＶＤを、水平帰線期間Ｈｂにリセッ
ト信号Ｖｒ及びプリチャージ信号Ｖｐを時分割多重した信号である。
　制御信号Ｎｒｇがハイレベルとなる期間において、データ線駆動回路３２は、Ｎ本のデ
ータ線２２に対して、データ信号Ｖｉｄを同時に出力する。具体的には、データ線駆動回
路３２は、第１リセット期間Ｔｒ１において、第１リセット選択信号Ｇｒ１により選択さ
れた走査線２１に接続するＮ個の画素回路２３に対して、第１リセット信号Ｖｒ１を供給
し、第１プリチャージ期間Ｔｗｐ１において、第１書込選択信号Ｇｖ１により選択された
走査線２１に接続するＮ個の画素回路２３に対して、第１プリチャージ信号Ｖｐ１を供給
する。同様に、データ線駆動回路３２は、第２リセット期間Ｔｒ２において、第２リセッ
ト選択信号Ｇｒ２により選択された走査線２１に接続するＮ個の画素回路２３に対して、
第２リセット信号Ｖｒ２を供給し、第２プリチャージ期間Ｔｗｐ２において、第２書込選
択信号Ｇｖ２により選択された走査線２１に接続するＮ個の画素回路２３に対して、第２
プリチャージ信号Ｖｐ２を供給する。
【００５５】
　一方、制御信号Ｎｒｇがローレベルとなる期間において、データ線駆動回路３２は、Ｎ
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本のデータ線２２に対して、データ信号Ｖｉｄを、ドットクロック信号Ｄｃｌｋに基づい
て、順次排他的なタイミングで出力する。
　具体的には、データ線駆動回路３２は、第１画像信号書込期間Ｔｗｄ１において、第１
書込選択信号Ｇｖ１により選択された走査線２１に接続するＮ個の画素回路２３に対して
、第１画像信号Ｖｄ１（画像信号ＶＤ［１］～ＶＤ［Ｎ］）をドットクロック信号Ｄｃｌ
ｋに基づいて順次排他的に出力し、第２画像信号書込期間Ｔｗｄ２において、第２書込選
択信号Ｇｖ２により選択された走査線２１に接続するＮ個の画素回路２３に対して、第２
画像信号Ｖｄ２（画像信号ＶＤ［１］～ＶＤ［Ｎ］）をドットクロック信号Ｄｃｌｋに基
づいて順次排他的に出力する。
【００５６】
　このように、ある走査線２１に接続するＮ個の画素回路２３には、ある水平走査期間Ｈ
の第１リセット期間Ｔｒ１に、第１リセット信号Ｖｒ１が供給された後、第１リセット信
号Ｖｒ１が供給された水平走査期間Ｈよりも期間ΔＲ１後に開始される水平走査期間Ｈの
第１書込期間Ｔｗ１のうち、第１プリチャージ期間Ｔｗｐ１に、第１プリチャージ信号Ｖ
ｐ１が供給されると共に、第１画像信号書込期間Ｔｗｄ１に、第１画像信号Ｖｄ１が供給
される。
　また、これらＮ個の画素回路２３には、第１画像信号Ｖｄ１が供給された水平走査期間
Ｈよりも期間ΔＶ１後に開始される水平走査期間Ｈの第２リセット期間Ｔｒ２に、第２リ
セット信号Ｖｒ２が供給され、その後、第２リセット信号Ｖｒ２が供給された水平走査期
間Ｈよりも期間ΔＲ２後に開始される水平走査期間Ｈの第２書込期間Ｔｗ２のうち、第２
プリチャージ期間Ｔｗｐ２に、第２プリチャージ信号Ｖｐ２が供給されると共に、第２画
像信号書込期間Ｔｗｄ２に、第２画像信号Ｖｄ２が供給される。
　そして、これらＮ個の画素回路２３には、第２画像信号Ｖｄ２が供給された水平走査期
間Ｈよりも期間ΔＶ２後に開始される水平走査期間Ｈの第１リセット期間Ｔｒ１に、第１
リセット信号Ｖｒ１が供給される。
【００５７】
　ところで、画素回路２３の階調を指定する画像信号ＶＤは、前述の通り、保持容量ＣＯ
及び液晶素子２３０の容量により保持される。
　すなわち、容量線２４の電位Ｖｃが基準電位Ｖｃｏに保たれた状態で、当該容量線２４
に接続する画素回路２３に画像信号ＶＤが供給されると、当該画素回路２３の保持容量Ｃ
Ｏには、その両電極間の電位差がＶＤ－Ｖｃｏとなるような電荷が蓄積される。そして、
当該画素回路２３の選択トランジスタ２３５がオフした後も、容量線２４の電位Ｖｃが基
準電位Ｖｃｏを保つ場合には、保持容量ＣＯの両電極間の電位差もＶＤ－Ｖｃｏに保たれ
、画素電極２３１の電位も画像信号ＶＤの示す電位に保たれる。この結果、当該画素回路
２３により表示される階調は、画像信号ＶＤの指定する階調となる。
【００５８】
　しかし、容量線２４の電位Ｖｃが基準電位Ｖｃｏとは異なる電位Ｖｃｏ＋ΔＶに変化し
たタイミングで、当該容量線２４に接続する画素回路２３に対して画像信号ＶＤが供給さ
れる場合、当該画素回路２３の保持容量ＣＯには、両電極間の電位差がＶＤ－（Ｖｃｏ＋
ΔＶ）となるような電荷が蓄積される。そして、画素回路２３の選択トランジスタ２３５
がオフした後に、容量線２４の電位Ｖｃが、電位Ｖｃｏ＋ΔＶから、基準電位Ｖｃｏへと
変化する場合、画素電極２３１の電位も、画像信号ＶＤの示す電位から、画像信号ＶＤの
示す電位とは異なる電位へと変化する。このとき、当該画素回路２３により表示される階
調は、画像信号ＶＤの指定する階調とは異なる階調となる。
【００５９】
　領域走査駆動方式とリセット駆動方式とを一体とした駆動方式では、一定の間隔を隔て
た２行の走査線２１に接続する２つの画素回路２３に対して、交互に正極性及び負極性の
画像信号ＶＤを供給するため、データ線２２の電位も、交互に正極性及び負極性を繰り返
すことになる。
　Ｙ方向に延在するＮ本のデータ線２２の各々は、Ｘ方向に延在するＭ本の容量線２４と
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交差する。そして、各データ線２２と各容量線２４との間には寄生容量が存在する。従っ
て、データ線２２の電位（データ信号Ｖｉｄ）が急激に変化した場合には、データ信号Ｖ
ｉｄの高周波成分の影響を受け、容量線２４の電位Ｖｃも変化する。そして、データ線２
２の電位変化が大きくなるに従って、また、電位変化の発生するデータ線２２の本数が多
くなるに従って、容量線２４の電位Ｖｃの変化も大きくなる。
【００６０】
　図９及び図１０は、本実施形態に係る液晶装置１において、複数のデータ線２２にデー
タ信号Ｖｉｄが供給されたときの容量線電位Ｖｃの変化を表したタイミングチャートであ
る。
　なお、本実施形態では、データ信号Ｖｉｄの中で第１リセット信号Ｖｒ１及び第２リセ
ット信号Ｖｒ２は共に負極性としているが、図９及び図１０では、本実施形態と比較する
ための対比例として、第１リセット信号Ｖｒ１を正極性とした場合のデータ信号Ｖｉｄ２
と、データ信号Ｖｉｄ２がデータ線２２に出力される場合の容量線電位Ｖｃ２の変化につ
いても表示している。
【００６１】
　図９は、水平走査期間Ｈ［ｉ］の第２期間Ｈ２において、第２書込選択信号Ｇｖ２が選
択する走査線２１に接続するＮ個の画素回路２３の各々に対して供給される第２画像信号
Ｖｄ２（画像信号ＶＤ［１］～ＶＤ［Ｎ］）が、白表示相当の電圧Ｖｗｔに近い信号レベ
ルであり、その後、水平走査期間Ｈ［ｉ＋１］の第１期間Ｈ１において、第１書込選択信
号Ｇｖ１が選択する走査線２１に接続するＮ個の画素回路２３の各々に対して供給される
第１画像信号Ｖｄ１（画像信号ＶＤ［１］～ＶＤ［Ｎ］）が、中間階調である場合を示し
ている。
【００６２】
　図９に示すように、対比例に係るデータ信号Ｖｉｄ２は、水平走査期間Ｈ［ｉ＋１］が
開始されるタイミングで、負極性の白表示相当の電圧Ｖｗｔ（－）から、第１リセット信
号Ｖｒ１の指定する正極性の白表示相当の電圧Ｖｗｔ（＋）へと大きく変化する。つまり
、Ｎ本のデータ線２２が、負極性の白表示相当の電圧Ｖｗｔ（－）から、正極性の白表示
相当の電圧Ｖｗｔ（＋）へと大きく変化する。この影響により、Ｎ本のデータ線２２と交
差するＭ本の容量線２４の電位Ｖｃ２も、基準電位Ｖｃｏ相当の電位から、基準電位Ｖｃ
ｏよりも高い電位Ｖｃｏ＋ΔＶへと変化する。そして、容量線２４の電位Ｖｃ２が基準電
位Ｖｃｏに戻る前に、水平走査期間Ｈ［ｉ＋１］の第１画像信号書込期間Ｔｗｄ１が開始
される。
　従って、水平走査期間Ｈ［ｉ＋１］において第１書込選択信号Ｇｖ１の選択する走査線
２１に接続するＮ個の画素回路２３には、容量線２４の電位Ｖｃ２が電位Ｖｃｏ＋ΔＶに
変化している間に、第１画像信号Ｖｄ１が供給される。
【００６３】
　その後、容量線２４の電位Ｖｃ２が、電位Ｖｃｏ＋ΔＶから、基準電位Ｖｃｏに戻る場
合、第１画像信号Ｖｄ１が供給されたＮ個の画素回路２３の画素電極２３１の電位は、第
１画像信号Ｖｄ１の指定する電位から、第１画像信号Ｖｄ１の指定する電位よりも低い電
位に変化する。従って、これらＮ個の画素回路２３によって表示される階調の各々は、第
１画像信号Ｖｄ１の指定する階調とは異なる階調となる。
　このように、ある行の画素回路２３に対して供給される負極性の画像信号ＶＤが高階調
である場合には、当該画素回路２３から、「ΔｍＶ１＋ΔｍＲ２＋１」行離れた行に位置
するＮ個の画素回路２３によって表示される階調の各々は、正極性の画像信号ＶＤの指定
する階調と異なる階調となる。
　なお、容量線２４の電位Ｖｃ２が、基準電位Ｖｃｏから電位Ｖｃｏ＋ΔＶへと変化する
場合には、第１書込選択信号Ｇｖ１により選択される走査線２１に接続するＮ個の画素回
路２３以外の画素回路２３によって表示される階調の各々は、画像信号ＶＤの指定する階
調と異なる階調となる。容量線２４の電位Ｖｃ２が変化すると、画素電極２３１の電位も
変化し、画素電極２３１の電位を、画像信号ＶＤが示す電位に保てないためである。



(18) JP 2012-220910 A 2012.11.12

10

20

30

40

50

【００６４】
　これに対して、本実施形態に係るデータ信号Ｖｉｄは、第１リセット信号Ｖｒ１及び第
２リセット信号Ｖｒ２が共に負極性となるように設定される。従って、水平走査期間Ｈ［
ｉ＋１］が開始されるタイミングにおいて、データ信号Ｖｉｄの示す電位に大きな変化は
生じない。この場合、水平走査期間Ｈ［ｉ＋１］が開始されるタイミングで、Ｍ本の容量
線２４の電位Ｖｃも、基準電位Ｖｃｏに近い電位に保たれる。従って、水平走査期間Ｈ［
ｉ＋１］において第１画像信号Ｖｄ１が供給されるＮ個の画素回路２３によって表示され
る階調の各々は、水平走査期間Ｈ［ｉ＋１］以降、第１画像信号Ｖｄ１の指定する階調と
なる。
　なお、前述の通り、本実施形態では、第１プリチャージ信号Ｖｐ１を、共通電位Ｖｃｏ
ｍに等しく設定している。これにより、第１リセット期間Ｔｒ１と第１書込期間Ｔｗ１と
の間で、データ信号Ｖｉｄの示す電位の変動幅を小さく抑えることが可能となり、容量線
２４の電位Ｖｃの変動を小さく抑えることが可能となる。
【００６５】
　図１０は、水平走査期間Ｈ［ｉ］において、第１画像信号Ｖｄ１が、白表示相当の電圧
Ｖｗｔに相当する高階調の信号であり、第２画像信号Ｖｄ２が中間階調の信号である場合
を示している。この場合、データ信号Ｖｉｄ及びデータ信号Ｖｉｄ２の双方は、第１画像
信号書込期間Ｔｗｄ１において、第１画像信号Ｖｄ１の指定する正極性の白表示相当の電
圧Ｖｗｔ（＋）に相当する電位となり、その後、第２リセット期間Ｔｒ２が開始されるタ
イミングで、第２リセット信号Ｖｒ２の指定する負極性の白表示相当の電圧Ｖｗｔ（－）
に相当する電位へと大きく変化する。つまり、Ｎ本のデータ線２２の電位は、正極性から
負極性へと大きく変化するため、Ｎ本のデータ線２２と交差するＭ本の容量線２４の電位
Ｖｃも、基準電位Ｖｃｏ相当の電位から、基準電位Ｖｃｏよりも低い電位Ｖｃｏ－ΔＶへ
と変化する。
　その後、容量線２４の電位Ｖｃが基準電位Ｖｃｏに戻る前に、第２画像信号書込期間Ｔ
ｗｄ２が開始される。従って、容量線２４の電位Ｖｃが電位Ｖｃｏ－ΔＶに変化している
間に、第２書込選択信号Ｇｖ２の選択する走査線２１に接続するＮ個の画素回路２３に対
して、第２画像信号Ｖｄ２が供給される。
　よって、水平走査期間Ｈ［ｉ］以降、容量線２４の電位Ｖｃが、基準電位Ｖｃｏに戻る
場合、これらのＮ個の画素回路２３によって表示される階調の各々は、第２画像信号Ｖｄ
２の指定する階調とは異なる階調となる。
【００６６】
　このように、本実施形態に係る液晶装置１は、対比例と同様に、ある画素回路２３に供
給される正極性の画像信号ＶＤが高階調である場合には、その後、負極性の画像信号ＶＤ
が供給される画素回路２３によって表示される階調が、画像信号ＶＤにより指定される階
調とはならない場合がある。
　しかし、本実施形態に係る液晶装置１は、領域走査駆動方式を採用し、ある画素回路２
３に対して、１垂直走査期間Ｆの間に、正極性の第１画像信号Ｖｄ１と、負極性の第２画
像信号Ｖｄ２とを供給する。従って、ある画素回路２３に対して高階調な正極性の第１画
像信号Ｖｄ１を供給する際に、当該画素回路２３から「ΔｍＶ２＋ΔｍＲ１」行離れた画
素回路２３において表示上の不具合が発生することがあるが、その後、１垂直走査期間Ｆ
よりも短い期間の後に、当該画素回路２３に、高階調な負極性の第２画像信号Ｖｄ２が供
給される際に、表示上の不具合が解消される。
　従って、画像信号ＶＤの指定する階調が高階調である場合に発生する、データ線２２の
急激な電位変化に伴う容量線２４の電位変化に起因する表示上の不具合が、利用者に視認
される可能性を低減させることが可能となる。
【００６７】
　以上、説明したように、上記実施形態によれば、液晶装置１の駆動方式として一定の間
隔を隔てた２つの画素回路２３に対してそれぞれ交互に正極性の画像信号（第１画像信号
Ｖｄ１）及び負極性の画像信号（第２画像信号Ｖｄ２）の２つの画像信号ＶＤの書き込み
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を行う領域走査駆動方式を採用すると共に、２つの画像信号ＶＤの書き込みを行う直前に
リセット信号Ｖｒを書き込むリセット駆動方式を採用した。
　本実施形態に係る液晶装置１は、領域走査駆動方式とリセット駆動方式とを一体とした
駆動方式を実装することで、画面の場所による表示の不均一が解消されるという利点を有
すると共に、液晶２３２の配向不良を抑制できるという利点を有する。
【００６８】
　また、本実施形態は、第１リセット信号Ｖｒ１と第２リセット信号Ｖｒ２とを共に負極
性とすることで、負極性の第１リセット信号Ｖｒ１がデータ線２２に出力されるタイミン
グにおけるデータ線２２の電位変化を小さく抑えた。
　データ線２２に急峻且つ大きな電位変化が発生する場合、その影響で容量線２４の電位
Ｖｃも変化する。容量線２４の電位が変化する場合、当該容量線２４に接続するＮ個の画
素回路２３によって表示される階調の各々は、画像信号ＶＤが指定する階調とは異なる階
調となる。しかし、本実施形態では、第１リセット信号Ｖｒ１がデータ線２２に出力され
るタイミングにおけるデータ線２２の電位変化を小さく抑えたため、画素回路２３によっ
て表示される階調を、第１画像信号Ｖｄ１の指定する階調とすることができる。
【００６９】
　また、本実施形態は、第１書込入力パルスＤｖ１がアクティブになる時間から、第２リ
セット入力パルスＤｒ２がアクティブになる時間までの期間ΔＶ１が、第２書込入力パル
スＤｖ２がアクティブになる時間から、第１リセット入力パルスＤｒ１がアクティブにな
る時間までの期間ΔＶ２よりも、長く設定される。つまり、ある水平走査期間Ｈにおいて
、第１リセット信号Ｖｒ１が供給される走査線２１と、第２リセット信号Ｖｒ２が供給さ
れる走査線２１との間隔ΔｍＶ１が、第２画像信号Ｖｄ２が供給される走査線２１と、第
１リセット信号Ｖｒ１が供給される走査線２１との間隔ΔｍＶ２よりも、大きくなる。
　これにより、表示領域２０において、正極性の電位を有する画素回路２３が存在する領
域と、負極性の電位を有する画素回路２３が存在する領域とを、ほぼ等しい面積にするこ
とができ、データ線２２に印加される電位の１垂直走査期間Ｆにおける平均値が、正極性
または負極性の一方に偏ることを防止することが可能となった。その結果、画素回路２３
とデータ線２２との間の電位差の１垂直走査期間Ｆにおける平均値が、表示領域２０内の
位置に依存して大きく偏ることを防止でき、表示の不均一を防止することが可能となった
。
【００７０】
　また、本実施形態は、第１プリチャージ信号Ｖｐ１のレベルを、共通電位Ｖｃｏｍと等
しくすることにより、第１リセット期間Ｔｒ１から第１書込期間Ｔｗ１に変化する際のデ
ータ信号Ｖｉｄの示す電位の変化を小さく抑えた。これにより、第１リセット期間Ｔｒ１
から第１書込期間Ｔｗ１に変化するタイミングで、容量線２４の電位Ｖｃの変化を小さく
抑えることが可能となり、容量線２４の電位変化に起因する表示上の不具合の発生を抑え
ることが可能となる。
【００７１】
　次に、本実施形態では、リセット駆動を採用し、画素回路２３に対して、画像信号ＶＤ
を供給する前に、リセット信号Ｖｒとして白表示相当の電圧Ｖｗｔに相当する電圧を供給
している。画素回路２３がリセット信号Ｖｒを保持している時間は、画素回路２３が画像
信号ＶＤを保持している時間に比べて十分短い時間である。これにより、本実施形態に係
る液晶装置１は、画素回路２３によって表示される階調の変化を観察者に知覚されること
なく、液晶２３２の配向不良を解消することが可能となるという利点を有する。
【００７２】
　本実施形態では、画素回路２３に対して、リセット信号Ｖｒとプリチャージ信号Ｖｐと
を水平帰線期間Ｈｂにおいて供給している。これにより、本実施形態は、画素回路２３に
画像信号ＶＤを供給する期間である水平有効期間Ｈａを短縮することなくリセット駆動と
プリチャージとを可能とし、液晶素子２３０に対して画像信号ＶＤを書き込む期間をより
長く確保することが可能となるため、画像の安定的な表示が可能になるという利点を有す
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る。
【００７３】
　また、本実施形態では、データ線駆動回路３２は、第１リセット信号Ｖｒ１、第２リセ
ット信号Ｖｒ２、第１画像信号Ｖｄ１、第２画像信号Ｖｄ２、第１プリチャージ信号Ｖｐ
１、及び第２プリチャージ信号Ｖｐ２を時分割多重した信号であるデータ信号Ｖｉｄを、
データ線２２に対して供給するものである。これにより、リセット信号Ｖｒが供給される
配線、プリチャージ信号Ｖｐが供給される配線、及び画像信号ＶＤが供給される配線を個
別に設ける場合と比べて配線数の大幅な低減が可能であり、液晶装置１の小型化を可能に
するという利点を有する。
【００７４】
＜Ｂ：変形例＞
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、例えば、以下の変形が可能であ
る。また、以下に示す変形例のうちの２以上の変形例を組み合わせることもできる。
　（１）変形例
　上述した実施形態では、第１リセット信号Ｖｒ１及び第２リセット信号Ｖｒ２を共に負
極性の信号としているが、第１リセット信号Ｖｒ１及び第２リセット信号Ｖｒ２は、共通
電位Ｖｃｏｍを基準として信号レベルが同極性であれば良い。
　例えば、第１リセット信号Ｖｒ１及び第２リセット信号Ｖｒ２を共に正極性の信号とし
ても良い。この場合には、ある水平走査期間Ｈの第１画像信号書込期間Ｔｗｄ１において
データ線２２に高階調の第１画像信号Ｖｄ１を出力した場合であっても、その後の第２リ
セット期間Ｔｒ２が開始されるタイミングにおいて、データ線２２の電位が急激に変化す
ることがなく、容量線２４の電位変化も抑制できるため、画素回路２３により正確な階調
を表示することができる。
【００７５】
　（２）変形例２
　上述した実施形態では、間隔ΔｍＶ１を、間隔ΔｍＶ２、間隔ΔｍＲ１、及び間隔Δｍ
Ｒ２を合計した値に等しくなるように設定し、表示領域２０において、正極性の信号を保
持する画素回路２３が存在する領域と、負極性の信号を保持する画素回路２３が存在する
領域とを、等しい面積としたが、間隔ΔｍＶ１を、間隔ΔｍＶ２、間隔ΔｍＲ１、及び間
隔ΔｍＲ２を合計した値よりも大きな値に設定しても良い。
　負極性の信号のうち、第１リセット信号Ｖｒ１及び第２リセット信号Ｖｒ２のレベルは
、負極性の白表示相当の電圧Ｖｗｔ（－）であり、一方で、正極性の信号である第１画像
信号Ｖｄ１のレベルは、白表示相当の電圧Ｖｗｔ（＋）よりも小さな電位である場合があ
る。従って、間隔ΔｍＶ１を、間隔ΔｍＶ２、間隔ΔｍＲ１、及び間隔ΔｍＲ２を合計し
た値よりも大きな値に設定し、第１画像信号Ｖｄ１を保持する画素回路２３が存在する領
域を、負極性の信号を保持する画素回路２３が存在する領域よりも大きくすることにより
、１垂直走査期間Ｆにおいてデータ線２２に供給される信号レベルの平均値が、正極性ま
たは負極性の一方に偏ることを防止することができる。これにより、表示領域２０の表示
する階調が全体として低階調である場合にも、表示領域２０内の位置により画素回路２３
とデータ線２２との電位差に偏りが発生することを防止し、表示不均一の発生を防止する
ことが可能となる。
【００７６】
　（３）変形例３
　上述した実施形態では、各水平走査期間Ｈの中で、第１リセット選択信号Ｇｒ１、第１
書込選択信号Ｇｖ１、第２リセット選択信号Ｇｒ２、及び第２書込選択信号Ｇｖ２の順番
でアクティブになるが、これ以外の順番でアクティブとなっても良い。
　例えば、第２リセット選択信号Ｇｒ２、第２書込選択信号Ｇｖ２、第１リセット選択信
号Ｇｒ１、及び第１書込選択信号Ｇｖ１の順番でアクティブとしても良い。この場合にも
、互いに異なる４つの画素回路２３に対して、第１リセット信号Ｖｒ１、第１プリチャー
ジ信号Ｖｐ１及び第１画像信号Ｖｄ１、第２リセット信号Ｖｒ２、及び第２プリチャージ
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信号Ｖｐ２及び第２画像信号Ｖｄ２の各々を供給することができる。
　また、第１書込選択信号Ｇｖ１、第１リセット選択信号Ｇｒ１、第２書込選択信号Ｇｖ
２、第２リセット選択信号Ｇｒ２の順番でアクティブとしても良い。この場合、制御信号
Ｎｒｇは、第１書込選択信号Ｇｖ１がアクティブとなる期間のうち第１プリチャージ信号
Ｖｐ１がデータ線２２に出力される期間、第１リセット選択信号Ｇｒ１がアクティブとな
る期間、第２書込選択信号Ｇｖ２がアクティブとなる期間のうち第２プリチャージ信号Ｖ
ｐ２がデータ線２２に出力される期間、及び第２リセット選択信号Ｇｒ２がアクティブと
なる期間においてハイレベルになる。
【００７７】
　（４）変形例４
　上述した実施形態では、水平走査期間Ｈの開始と第１リセット期間Ｔｒ１の開始とが同
時であり、第１リセット期間Ｔｒ１の終了と第１書込期間Ｔｗ１の開始とが同時であり、
第１書込期間Ｔｗ１の終了と第２リセット期間Ｔｒ２の開始とが同時であり、第２リセッ
ト期間Ｔｒ２の終了と水平走査期間Ｈとが同時であるが、これら各種期間の開始または終
了を、異なるタイミングとしても良い。
　例えば、水平走査期間Ｈが開始された後、間隔をあけて第１リセット期間Ｔｒ１を開始
し、第１リセット期間Ｔｒ１終了後、間隔をあけて第１書込期間Ｔｗ１を開始し、第１書
込期間Ｔｗ１終了後、間隔をあけて第２リセット期間Ｔｒ２を開始し、第２リセット期間
Ｔｒ２終了後、間隔をあけて第２書込期間Ｔｗ２を開始しても良い。
【００７８】
　（５）変形例５
　上述した実施形態においては、プリチャージ信号Ｖｐをデータ線２２に供給したが、本
発明はこれに限定されるものではなく、プリチャージ信号Ｖｐを供給しなくてもよい。こ
の場合、データ信号Ｖｉｄは、リセット信号Ｖｒと画像信号ＶＤとから構成される。また
、第１書込期間Ｔｗ１は正極性の画像信号ＶＤを書き込むための第１画像信号書込期間Ｔ
ｗｄ１と一致し、第２書込期間Ｔｗ２は負極性の画像信号ＶＤを書き込むための第２画像
信号書込期間Ｔｗｄ２と一致する。
【００７９】
　（６）変形例６
　上述した実施形態においては、第１プリチャージ信号Ｖｐ１のレベルを、共通電位Ｖｃ
ｏｍと等しくなるように設定したが、第１プリチャージ信号Ｖｐ１のレベルを、第１リセ
ット信号Ｖｒ１のレベルから、共通電位Ｖｃｏｍまでの範囲としても良い。この場合、第
１リセット期間Ｔｒ１から第１書込期間Ｔｗ１に変化するタイミングで、容量線２４の電
位Ｖｃの変化を小さく抑えることが可能となり、容量線２４の電位変化に起因する表示上
の不具合の発生を抑止することが可能となる。
【００８０】
　（７）変形例７　
　上述した実施形態においては、第１プリチャージ信号Ｖｐ１のレベルを、共通電位Ｖｃ
ｏｍと等しくなるように設定し、第２プリチャージ信号Ｖｐ２のレベルを、負極性の白表
示相当の電圧Ｖｗｔ（－）から、共通電位Ｖｃｏｍ及び負極性の白表示相当の電圧Ｖｗｔ
（－）の中間の電位｛（Ｖｃｏｍ＋Ｖｗｔ（－））／２｝までの範囲となるように設定し
ているが、第１プリチャージ信号Ｖｐ１のレベルを、第１画像信号Ｖｄ１が取り得る範囲
に設定し、第２プリチャージ信号Ｖｐ２のレベルを、第２画像信号Ｖｄ２が取り得る範囲
に設定しても良い。
　例えば、第１プリチャージ信号Ｖｐ１を、正極性の白表示相当の電圧Ｖｗｔ（＋）と共
通電位Ｖｃｏｍとの中間の電位｛（Ｖｃｏｍ＋Ｖｗｔ（＋））／２｝とし、第２プリチャ
ージ信号Ｖｐ２を、負極性の白表示相当の電圧Ｖｗｔ（－）と共通電位Ｖｃｏｍとの中間
の電位｛（Ｖｃｏｍ＋Ｖｗｔ（－））／２｝としても良い。この場合、データ線２２の電
位が、画像信号ＶＤに近い電位となるため、画素回路２３に対する画像信号ＶＤの印加を
容易にすることができる。
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【００８１】
　（８）変形例８
　上述した実施形態においては、リセット信号Ｖｒのレベルを白表示相当の電圧Ｖｗｔと
したリセット駆動を採用しているが、リセット信号Ｖｒのレベルを、これよりも小さな電
圧、例えば、光学的飽和電圧Ｖｓａｔとしても良い。光学的飽和電圧Ｖｓａｔは、液晶２
３２が配向不良の状態から脱するために十分な大きさの電圧であり、液晶素子２３０に光
学的飽和電圧Ｖｓａｔ相当のリセット信号Ｖｒを印加するリセット駆動を採用するとで、
液晶２３２の配向不良の問題を解決することができる。
【００８２】
　（９）変形例９
　上述した実施形態において、液晶２３２はＶＡ方式であったが、ＴＮ（Twisted Nemati
c）方式の液晶２３２を採用しても良い。また、上述した実施形態において、液晶装置１
はノーマリーブラックモードであったが、ノーマリーホワイトモードであっても良い。こ
の場合、リセット信号Ｖｒのレベルを、例えば、黒表示相当の電圧Ｖｂｋとしても良い。
【００８３】
＜Ｃ：応用例＞
　次に、以上の各態様に係る液晶装置１を利用した電子機器について説明する。図１１な
いし図１３には、液晶装置１を表示装置として採用した電子機器の形態が図示されている
。
　図１１は、液晶装置１を採用したモバイル型のパーソナルコンピュータの構成を示す斜
視図である。パーソナルコンピュータ２０００は、各種の画像を表示する液晶装置１と、
電源スイッチ２００１やキーボード２００２が設置された本体部２０１０とを具備する。
【００８４】
　図１２は、液晶装置１を適用した携帯電話機の構成を示す斜視図である。携帯電話機３
０００は、複数の操作ボタン３００１及びスクロールボタン３００２と、各種の画像を表
示する液晶装置１とを備える。スクロールボタン３００２を操作することによって、液晶
装置１に表示される画面がスクロールされる。
【００８５】
　図１３は、投写型表示装置（プロジェクタ）４０００を電子機器として例示する模式図
である。投射型表示装置４０００は、照明装置４０２０と分離光学系４０４０と以上の各
形態に係る３個の表示パネル１０（１０ｒ、１０ｇ、１０ｂ）と投射光学系４０６０と図
示せぬ制御回路４０（４０ｒ、４０ｇ、４０ｂ）とを具備する。
　３つの制御回路４０は、３つの表示パネル１０の間で画像表示の同期を取りつつ、リセ
ット駆動及び領域走査駆動がなされるように、各種制御信号を生成する。また、３つの制
御回路４０は、それぞれ、外部上位装置より供給される赤色、緑色、青色を表す表示デー
タＶＩＤＥＯ（ＶＩＤＥＯ_ｒ、ＶＩＤＥＯ_ｇ、ＶＩＤＥＯ_ｂ）に基づき、赤色、緑色
、青色に対応するデータ信号Ｖｉｄ（Ｖｉｄ_ｒ、Ｖｉｄ_ｇ、Ｖｉｄ_ｂ）を生成する。
　各表示パネル１０には、３つの制御回路４０より、それぞれ、各種制御信号と、赤色、
緑色、青色に対応するデータ信号Ｖｉｄとが供給される。
　分離光学系４０４０は、照明装置４０２０から出射した照明光を複数の単色光（赤色光
、緑色光、青色光）に分離して各表示パネル１０に照射する。具体的には、照明光のうち
の赤色光ｒは、ダイクロイックミラー４０４１及びミラー４０４２による反射後に表示パ
ネル１０ｒに入射する。ダイクロイックミラー４０４１を透過した緑色光ｇは、ダイクロ
イックミラー４０４３にて反射されて表示パネル１０ｇに入射する。ダイクロイックミラ
ー４０４３を透過した青色光ｂは、ミラー４０４４及びミラー４０４５を介して表示パネ
ル１０ｂに入射する。
　各表示パネル１０は、入射光を変調して画像を形成する光変調器（ライトバルブ）とし
て利用される。表示パネル１０ｒは、ミラー４０４２から到来する赤色光ｒを変調して赤
色の画像を形成する。同様に、表示パネル１０ｇは緑色の画像を形成し、表示パネル１０
ｂは青色の画像を形成する。投射光学系４０６０は、各表示パネル１０からの出射光を表
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示面４０８０に投射する。投射光学系４０６０は、各表示パネル１０からの出射光（赤色
光，緑色光，青色光）を合成するダイクロイックプリズム４０６１と、ダイクロイックプ
リズム４０６１からの出射光を表示面４０８０に投射する投射レンズ４０６２とを含んで
構成される。したがって、表示面４０８０にはカラー画像が表示される。
【００８６】
　なお、本発明に係る液晶装置が適用される電子機器としては、図１１から図１３に例示
した機器のほか、携帯情報端末（ＰＤＡ：Personal Digital Assistants）、デジタルス
チルカメラ、テレビ、ビデオカメラ、カーナビゲーション装置、ページャ、電子手帳、電
子ペーパー、電卓、ワードプロセッサ、ワークステーション、テレビ電話、ＰＯＳ端末、
プリンタ、スキャナ、複写機、ビデオプレーヤ、タッチパネルを備えた機器等などが挙げ
られる。
【符号の説明】
【００８７】
　１…液晶装置、２１…走査線、２２…データ線、２３…画素回路、２３０…液晶素子、
２３１…画素電極、２３５…選択トランジスタ、２４…容量線、３１…走査線駆動回路、
３２…データ線駆動回路、ΔＲ１…第３期間、ΔＲ２…第４期間、ΔＶ１…第１期間、Δ
Ｖ２…第２期間、ＣＯ…保持容量、Ｇｒ１…第１リセット選択信号、Ｇｒ２…第２リセッ
ト選択信号、Ｇｖ１…第１書込選択信号、Ｇｖ２…第２書込選択信号、Ｔｒ１…第１リセ
ット期間、Ｔｒ２…第２リセット期間、Ｔｗｄ１…第１画像信号書込期間、Ｔｗｄ２…第
２画像信号書込期間、Ｔｗｐ１…第１プリチャージ期間、Ｔｗｐ２…第２プリチャージ期
間、Ｖｃ…容量線電位、Ｖｃｏｍ…共通電位、Ｖｄ１…第１画像信号、Ｖｄ２…第２画像
信号、Ｖｐ１…第１プリチャージ信号、Ｖｐ２…第２プリチャージ信号、Ｖｒ１…第１リ
セット信号、Ｖｒ２…第２リセット信号。
 

【図１】 【図２】
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